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ごあいさつ

　環境経営理念

　環境保全への行動指針と宣言

１．事業用電力を再生エネルギー100%に切り替えます。

２ ．CO2排出削減に着手して早期に結果を出していきます。

３ ．廃棄物を分別リサイクルして、循環型社会へ貢献します。

４．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５．化学物質の適正管理に努めます。

6 . 環境法令を遵守し、事業活動を推進することを誓います。

事業活動におけるCo2削減は企業の責任です。私たちは、世界規模で取り組んでい

る脱炭素活動に賛同し、Co2排出量に応じてグリーン予算を作り、環境活動に投資

をしていきます。また、2030年までの国際開発目標であるSDGsに積極的に賛同し、

取組を通じて持続可能な社会の実現に向けて、外部環境に影響を与えられるような

企業を目指します。

田中秀範

2022年2月1日
　

代表取締役

　テルミックは、経営理念である「ものづくりのエンターテイナー」として、製造業に携わ

る人たち全てを楽しく、常にワクワクさせる会社を目指すべく、今後も一歩進んだ取

組を発信し、持続的な企業価値の向上に努めて参ります。

制定日：

環境経営方針
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更新日：

（１）名称及び代表者名

株式会社テルミック
代表取締役　田中　秀範

（２）所在地
刈 谷 本 社 （営業所、工場、検査センター） 愛知県刈谷市小垣江町永田47

りんくう常滑 （営業所、工場、検査センター） 愛知県常滑市新開町6丁目1-10

知立営業所 （営業所） 愛知県知立市本町本88-1亀楽ビル

島根営業所 （営業所） 島根県松江市北陵町1番地テクノアークしまね南館K

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 取締役 長谷川　良 TEL：0566-28-7766

事務局 成田　峻 TEL：0569-34-8787

（４）事業内容

金属、非金属、樹脂の精密切削加工部品およびその組立品の製造、販売

（５）事業の規模
売上高 億円（2023年1月期実績）

従業員　　　　　 名 名 名 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６）事業年度 2 月 1 日 ～ 1 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社テルミック

対象事業所： 刈 谷 本 社

りんくう常滑
知立営業所
島根営業所

対象外： なし

活動： 金属、非金属、樹脂の精密切削加工部品およびその組立品の製造、販売

樹脂・アクリル・ゴム加工、各種コーティング・メッキ処理、レーザーマーカー他、加工部品の精密寸法測定

38.97

刈 谷 本 社 合計
134名

島根営業所

2023年3月7日

組織の概要

364 46796.98

21 10
知立営業所

48 55

4734.25

りんくう常滑

5,941㎡

株式会社テルミックは、治具・工具等・加工部品の多種多様な要望に応えることができる部品加工の技術集団で

す。大手企業が集積する愛知県刈谷市に本拠地を構え、国内4拠点、海外子会社2拠点の組織体系です。企

業特色は「単品」「短納期」「高品質」の品質管理体制を構築しており、取引先は自動車業界をはじめ、一般産

業用機械など業種問わず愛知県から世界各地に広がっています。「単品」とは1個、2個といった注文依頼で、加

工後の表面処理や焼入れを含む特殊工程も協力工場と連携することで一貫製作が可能です。「短納期」というと

通常納期は約2週間かかりますが、協力工場との連携で短納期を実現しています。「すぐに部品がほしい」という

ニーズに、特急手配も可能。「高品質」では独自の厳しい検査体制で安心を提供しています。ISO9001を取得し

て、クオリティの高い製品・サービスの提供に加え、協力工場へ定期訪問し検査指導を行っています。

事業や製品の紹介
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更新日：

単位

kg-CO2

ｋｇ

ｋｇ

ｋｇ

㎥

※中部電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh
※ENEOSの二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh
※中国電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

※基準係数/環境省「電気事業者排出係数R2年度実績」

25,897

0.480 0.480

0.521

項　目 2020年 2021年 2022年

環境経営組織及び役割・責任・権限

主な環境負荷の実績

廃棄物排出量 36,248

水使用量 1,320

　産業廃棄物排出量

代表者

責任者

安全衛生委員会

35,818

　一般廃棄物排出量

二酸化炭素総排出量 224,167

EA21事務局

1,282

26,000

0.379 0.379 0.379

7,619 9,921

223,595 181,372

1,282

0

28,629

2023年3月7日

刈谷本社 りんくう常滑 知立営業所 島根営業所

統括責任

必要な経営資源の承認

環境経営方針の成果確認

あらたな環境方針策定指示

環境方針に関する総合責任者

環境経営方針の評価・審議

環境経営方針の見直し指示

環境経営計画の立案

環境活動の指示

環境活動実績の評価・報告

環境経営レポートの作成・公開

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境活動の教育計画

責任者への定期報告

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

全従業員

5



‵21.1期
実績

‵22.1期 太陽光発電+省エネ+再エネ電力+産廃分別活動
実績

‵23.1期 太陽光発電+省エネ+再エネ電力+産廃リサイクル活動
実績

‵24.1期 太陽光発電+省エネ+再エネ電力+産廃リサイクル活動+EV
目標

‵25.1期 太陽光発電+省エネ+再エネ電力+産廃リサイクル活動+EV
目標

‵30.1期 太陽光発電+省エネ+再エネ電力+産廃リサイクル活動+EV
目標

□環境経営目標及びその実績

◎

◎

◎

◎

×
△
×
◎
△
◎
×
△
×

〇

✕

◎

kg-CO2

73,354

78%

111,885

25,374

50%基準年度比 2021年 85%

143,308 91,693

廃棄物の再資源量

kg-CO2

263

1,282

200

76,653

223,595 181,372

リサイクル率

2024年

（目標）

80%

42,270
27,951

84%

195,285

96%

28,998

130,625

40,136

0.133 0.087

85% 86%

39,333

98% 95%

50,137
35,818

100%

70%138%

38,53138,932

97%

5,515

19,462

38,051

80%

271

139% 108%

72%

32,623

95%

25,749

1,000

277

108%

1,000

277

925 925

28,998

1,282

2021年基準年度比

廃棄物の削減

kg
kg
％ 71%

90%

kWh/千円

kg-CO2

kg-CO2

（基準年)

基準年度比 2021年

カーボンニュートラルへの移行

kg

上記二酸化炭素排出量合計

燃料による二酸化炭素削減

kg-CO2

水道水の削減

化学物質使用量削減 kg

新設備・新技術の導入・普及

啓蒙

2021年

36,248

40%

工作機械の増設は助成金を活用して生産性向上型を導入。サプライチェーンの環境調査を今期

実施してスコープ３の準備をスタートさせた。自社セミナーやラジオ配信など広報活動で環境取組ノ

ウハウを発信している。

基準年度比 100%

2022年度の全社Co2排出量は181t。前年比19％43t削減できた。2030年カーボンニュートラ

ルを目指して次年度は「再エネ率目標56％」「リサイクル率目標85％」「社有車のEV化導入」を

目指していく。

98%

電力による二酸化炭素削減

　　　　　　　　  　年　度

　　項　目

原単位

kg

2021年

環境経営目標と実績及び次年度計画

2021年 2022年

（目標）

2023年

評

価

上段：目標

中段：上半期

（実績） （目標）

LPGによる二酸化炭素削減

9

0

基準年度比 2021年 0%

14 0kg-CO2 74

100% 18% 0%

kg/円

kg-CO2

0.069

太陽光発電

カーボンニュートラルに向けた取り組み

㎥
㎥

基準年度比

原単位

kg

74

0.174

183,385

0.148

上段：通期

155,877

化石燃料 再エネ電力

694％

89％ 11

58％ 42％

56％

100％

44％

70％30％
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数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2021年

2022年

※単位kwh

LPGによる二酸化炭素削減

2021年

2022年

※単位kg

52,366

取組結果とその評価、次年度の取組計画

78%

47,21340,402

0.0

環境経営計画の取組結果と評価

1.0

0.0

数値目標（基準年2021年比）

4月 5月2月 3月

100%

1.0 1.00.9

0.0

44,330

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0.0

1.01.0

50,154

0.0 0.0

1.0

44,487

目標は前年使用量を上回らないよう前年比100％を設定。工業

用使用はなく、刈谷事業所設置の温水器は社員手洗い用。2Q

目よりガス温水器から電気温水器に切り替え、電力は再エネに転

換。Co2排出用は前年比18％に抑えることができた。次年度は

LPG由来のCo2排出量はゼロになる。

11月10月
41,804

52,863 36,149

1.0 1.01.0

0.0

43,898 45,060

11月 12月 1月6月 7月

9月
50,109 46,859

◎

0.0

1.0

36,917

8月 9月 10月

1月

47,648 36,776

36,917

目標は基準年2021年度Co2排出量の85％に抑える事であった

が75％まで抑え、年間40tのCo2排出量削減につながった。計画

通りだったのは刈谷事業所が再エネ100％であることに加えて、9

月末より常滑事業所の太陽光発電が稼働開始したこと。計画を

上回った要因は、生産量が2割り上がる中で、各事業所で省エネ・

節電取組が実施されて、全社電力使用量が前年を下回ったことに

ある。次年度は基準年比50％を目指す。

数値結果（基準年2021年比）

○

6月

・働き方・作業工程見直しによる残業時間の短縮 △

4月 5月

数値目標（基準年2021年比）

8月7月 12月

・不要照明の間引き消灯 ○

・空気圧縮機のエア洩れ点検

29,193

85%

○

・空調温度の適正化（冷房28℃、暖房20℃）

30,633

40,919

36,476

0.62.1

数値結果（基準年2021年比） 18%

0.01.9

1.0

達成状況

50,921
3月2月

44,962

達成状況

51,273

・冬期以外は電源をオフにする

0.0

1.0

2.0

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月

LPG（kg）
2021年 2022年
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燃料による二酸化炭素削減

■GPS装着による見える化

2021年

2022年

※単位ℓ

2021年

2022年

※単位ℓ

廃棄物の削減

2021年

2022年

※単位ｔ

8月

0 0 00 0

11月9月 12月

1,170 1,067
1,441

5月 6月

1,146
1,441

10月

10月

305

11月

1,441

12月

183
0

139 130 72 222

1月7月

879

目標は廃棄量前年比10％削減だったが、廃棄総量は50t、前年

比135％で減量できなかった。しかし評価できる結果は①可燃･

不燃物量を2.6t、25％削減②リサイクル率目標80％は結果

84％に上昇。これは分別活動と再生業者選定による成果で、製

造業として目指す循環型社会に一歩前進できた。

■配送履歴管理

・エコドライブ70点 ○

98%

達成状況

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画

6月

1,208

■配車予約管理

目標はCo2排出量前年比2％削減、結果は5％削減と成果を上げた。

取組は社有車16台とフォークリフト2台の運転にエコドライブ目標を設定。

GPSを取付け見える化。年間エコドライブ平均は74点と環境配慮型運

転ができた。また分納配送を減らし、巡回ルートの点検により、年間走行

距離とガソリン使用量を抑え、年間Co2排出量を前年より2ｔ削減でき

た。次年度以降はゼロカーボン車導入でさらに環境に配慮していく。

○

1,441 1,441
1,0871,204

1,4491,441

■安全運転診断
■事務作業軽減

7月 1月4月

1,089

89

1,188 1,497 1,299

9月

0

1月6月

2.4 4.0 2.4 4.7
3.0

2.0

10月
6.2

3月 4月

0 0 0 0
333

・加工不良と顧客クレームを減らす

2月

90%数値目標（基準年2021年比）

129

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1.7

4月

11月

8月

〇

130
0

1.0 2.7

・廃棄物の分別、リサイクル活動

6.5

1,365

138%

達成状況

1,441 1,441
2月 3月

・効率よい配送ルート設定と見える化

数値目標（基準年2021年比）

・車両点検による無駄走行をなくす

5月

2月

1.61.6
7月 8月

5.7
2.6

3.35.5

12月

6.42.8
2.1 2.1

5月
5.0 5.1

1,441

3月

1,441 1,441

4.3

56

数値結果（基準年2021年比）

数値結果（基準年2021年比）
・可燃物の調査、減量活動 ○

■アルコールチェック

95%

9月

59

○
・再生リサイクル業者の開拓 ○

0

1,000

2,000 ガソリン（L) 2021年 2022年

0

100

200

300

400
軽油（L) 2021年 2022年

0.0

5.0

10.0

廃棄物量（ｔ） 2021年

2022年

8



水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

※単位㎥

化学物質使用量削減

取組紹介欄

新設備・新技術の導入・普及啓蒙

カーボンニュートラルへの移行

5月

73 100 65
93 64

数値目標（基準年2021年比） 100%

54 166 91 422
82

取組結果とその評価、次年度の取組計画

18

2月

6881

取組結果とその評価、次年度の取組計画

達成状況

○

9月 10月 12月

数値結果（基準年2021年比） 72%

55
68

6月
8185 66 96 7779

7月 1月

○
・代替物質の検討

○

○

達成状況

・ゼロウェイスト活動

8月

・顧客クレーム管理

・サプライチェーンの環境調査・マップ作成

達成状況

化学物質の購入管理と定期在庫調査、巡回パトロールにて保管

確認、使用部署へSDS・GHS研修を実施中。製造・検査工程の

脱脂処理、防錆処理が増加、使用製品のリスクアセスメント評価

を開始。代替製品調査と性能評価を行い、切替可能か検討を始

めている。

4月

・保管している化学物質の在庫調査 ○
・SDS教育

62

数値目標（基準年2021年比）

11月

達成状況

○

89
72

3月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

○・給水所と製氷機設置（PET削減、健康管理）

数値結果（基準年2021年比） 139%

洗浄工程のないビジネスモデルだが前年比139％。原因は、5月から刈

谷事業所の増築工事増加（約350㎥）によるもので計画モレ。次年

度、島根事業所の新築工事が控えているが、引渡し前は請負会社負担

で同様事態は発生しない。ただし引渡し後は新規固定使用量が発生す

るため目標値は基準年の108％、75㎥追加した上方修正とする。

・洗い物削減（弁当箱・飲料容器など）

100%

・新築・増築工事による水利用削減

・EV車導入

○

・事業拡大と生産性向上 ○

△

2022年度の全社Co2排出量は181t。前年比19％43t削減で

きた。2030年カーボンニュートラルを目指して次年度は「再エネ率

目標56％」「リサイクル率目標85％」「社有車のEV化導入」を目

指していく。

○

×

○

・生産性向上設備導入（車両、空調、風圧機等） ○

○
・有害性物質の表示の徹底

・自社セミナー・広報活動

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・再エネ電力の採用

工作機械の増設は助成金を活用して生産性向上型を導入。サプ

ライチェーンの環境調査を今期実施してスコープ３の準備をスター

トさせた。自社セミナーやラジオ配信など広報活動で環境取組ノウ

ハウを発信している。

お弁当集計

0

500
水道水（㎥） 2021年 2022年

刈谷増築工事部分
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

器具の基準に沿った取扱い、定期点検を実施しています

□外部からの環境上の苦情・要望等

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

SDS義務のリスク評価、化学物質の安全な使用・保管管理をしています

代表者による全体の評価と見直し・指示

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

ISO9001：2015版 外部認証取得済、2006年3月より継続更新中、違反停止処分はありません

現在なし

騒音規制法

振動規制法

高圧ガス保安法

フロン排出抑制法

空気圧縮機の届出が完了しています

適用される法規制

環境関連法規等の遵守状況及び評価，違反訴訟の有無

第一種インフラの点検実施済みです、不具合はありません

労働安全衛生法

空気圧縮機の届出が完了しています

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 廃棄物と収集運搬・処理業者に対して、法令順守による適正な対応をしています

世界情勢、景気悪化の中で、テルミックは着実な品質活動と環境活動で成果を出しています。加

工業務における図面印刷は、工数見直しで2021年時点で10年前と比較して34％削減してきま

した。さらに４R活動で「完全ペーパレス業務」にチャレンジしています。2022年も昨対比で18％削

減できました。スピード経営で成果を発信していきますのでご期待ください。

2023年1月20日
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これまでの環境活動の紹介
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□編集後記

気候変動が原因で経済損失、貧富の差が起きている

ことが明らかになってきました。自然破壊や種の絶滅も

深刻です。女性やZ世代の多い会社ですので、一緒に

考え、アイデアを出し合い、取組んでいます。未来の若

者や子供たちに、豊かな自然環境を渡すため、私たち

にできること続けていきます。
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